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岡
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j
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皐
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複
式
簿
記
法
の
俸
按

第
四
十
七
巻

七

ノ、

第
五
披

一ーノ、

複
式
簿
記
法
の
惇
播

fil;J 

本

愛!

:cj:ミ

~て
.~~研以
し究下
てせ複
、る式

m ̂ 在意
書~ "記
し宍訟
'て"次》

JiL (i 宇E

た"X)及

いにし

と新て
.¥!¥ V 1T 
J、っ〈

r:;. .1...過

又程
且a を
た、

は 土t
ら較
同的
!! r: 
=初、
，，""x 、)1=
:!.， ^ :rr. 
を'ノ

山
。
式
符
記
訟
た
る
も
の
は
十
回
世
紀
の
初
め
頃
の
イ
タ
'
リ
ヤ

に
於
け
る
資
本
主
義
の
震
展
と
大
商
事
命
日
祉
の
形
成
を
促
し
た

経
済
般
態
に
は
ぐ
く
ま
れ
て
生
じ
来
り
J

先
づ
ベ
ニ
ス
に
於
て

そ
の
完
成
せ
る
姿
に
於
け
る
麹
用
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
が
、

そ
と
よ
り
十
四
世
紀
の
第
二
半
期
並
に
十
五
世
紀
中
に
全
イ
タ

リ
ヤ
に
弘
が
っ
て
行
っ
た
も
の
で
あ
弘
r

然
し
恐
ら
〈
フ
ラ
ン

ダ
ー
ス
地
方
を
除
い
て
ア
ル
プ
ス
の
北
に
於
て
は
殆
E
知
ら
れ

かで
れ居
経な
験か
'D ぐコ

また
L と
l亡忠、
言己は:
使れ
しる
」

居そ
たの
も 1也
の方
での
あ人
るわ k

o i土
多

由主

*L 
少

複
式
簿
記
法
の
普
及
は
全
世
界
に
大
き
な
反
響
を
惹
起
し
た

二
事
件
に
依
り
間
接
的
に
は
促
進
せ
ら
れ
た
c

紋
の
ア
メ
リ
カ

大
陸
の
都
民
見
は
そ
の
一
で
あ
る
。
そ
れ
は
世
界
商
業
の
斧
鍛
在

R. de RooverJ Aux origines d'une technique inteli.ectuelJc : la formation et 
l'cxpansion de la comptabilite a partie doub1e. M河 i，1917， p. 278-292. X )() B 
Penndorf， Luca Pacioli. Abhandlung uber die Buchhaltung 1494， Stuttgart， 
1933 p. SI-p. 82 特に p.6S-p・79
.R. de 1，如、ver，Aux origine川 町n-.cite， mai， P. 2'78 
J..!.. de Roover， ouv. citと malp・270-278 を参照ゼ J
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大
西
洋
の
沿
岸
に
置
き
換
へ
る
と
と
に
依
っ
て
、

イ
タ
リ
ヤ
人

の
制
覇
擦
を
奪
ひ
彼
等
の
優
越
性
に
終
末
を
告
げ
し
め
た
。
然

し
イ
タ
リ
ヤ
人
に
失
い
で
世
界
商
業
の
覇
権
を
継
承
せ
る
人
々

(
イ
ス
パ
二
ヤ
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
人
)
も
、

一
世
組
以
上
に

も
わ
た
っ
て
そ
の
優
越
性
と
有
殻
性
と
を
経
験
的
に
詮
明
せ
ら

れ
た
複
式
簿
記
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
依
つ
て
の
み
、
商
業
運

動
の
党
践
に
立
っ
と
と
が
出
来
た
の
で
る
る
。
他
闘
で
資
施
せ

ら
れ
て
居
る
単
式
簿
記
訟
に
射
し
て
は
る
か
に
す
〈
れ
て
居
る

イ
タ
リ
ャ
に
源
を
殺
す
る
複
式
簿
記
法
、
か
く
て
イ
タ
リ
ヤ
式

簿
記
法
た
る
も
の
は
あ
ら
ゆ
る
所
に
弘
が
っ
て
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。

そ
れ
は
か
L
る
簿
記
法
の
み
が
十
六
世
紀
初
頭
に
於
け

る
欧
洲
経
済
の
殻
達
よ
り
生
予
る
新
し
い
要
求
に
際
や
る
こ
ん
」

が
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
間
接
に
J

復
式
簿
記
法
の
侍
播
を
促
進

し
た
第
二
の
要
素
友
る
も
の
は
印
刷
術
の
褒
明
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
簿
記
蓄
の
著
者
を
し
て
容
易
に
多
数
の
一
訳
者
を
獲
得
せ
し

め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

一
居
直
接
的
な
る
諸
要
素
の
中
イ
タ
リ
ヤ
の
諸
都
市
に
於
て

数
風
?
と
簿
記
法
と
を
教
授
し
た
算
術
教
師

2
5
2
t
-
A
F一
ヰ
出

2
4

複
式
簿
記
法
の
惇
播

の
役
割
を
過
少
日
附
し
て
は
た
ら
な
九
円
。
ペ
ニ
ス
は
賓
に
H
ジ
1

フ
エ
キ
ン
グ
の
云
へ
る
如
く
商
業
の
高
等
皐
校
で
あ
っ
た
。
そ

と
の
算
術
数
師
は
そ
の
識
見
の
故
に
特
に
噂
が
高
か
っ
た
。
彼

等
の
授
業
は
主
都
に
於
て
商
業
の
見
習
を
友
し
て
居
る
若
い
外

人
に
依
り
聴
講
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
誠
に

£
∞
ロ

E
E
P
E

に
挿
入
さ
れ
て
居
る
簿
記
法
の
最
初
の
論
文
は
、
趨
十
校
に
於
て

教
へ
て
居
る
手
稿
に
さ
〈
一
朔
る
の
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
の
立
問
日

5
5
0
2
5
1
英
副
の

E
R
T
G
o
r
H
H
a
E
ω
司
、
並
び
に
才
一
ア
て
タ

地
方
の
接
校
教
師
は
皆
イ
タ
リ
ヤ
の

ヨ
p
gげニニ
i
r一戸

g
に
舷

や
る
も
の
で
あ
る
。
簿
記
訟
の
外
陀
彼
等
は
一
般
に
数
製
並
び

に
活
け
る
言
葉
特
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
授
し
た
。
彼
等
は
叉
内

般
に
一
又
は
多
数
の
商
人
の
帳
簿
を
記
帳
す
る
こ
と
に
従
事
し

て
居
た
。
多
く
の
者
、
殊
に

4
p一
命
己

E

コ
H
r
H
2】
口
一
】
命
同

ι〉

7;: 
ふの
宜E 立日
〈日き
下立

羽
山
友
敷
由
宇
者
で
あ
っ
た
。
か
く
て

間
降
下
校
教
師
の
役
割
は
そ
の
著
遁
K
依
り
、
旦
叉
口
一
辺
に
依
り
架

立
。
問
中
C
〈

2

し
た
影
響
の
故
に
無
視
出
来
左
い
も
の
で
あ
る
。
彼
等
は
複
式

簿
記
法
の
普
及
に
貢
献
し
た
の
み
な
ら
や
、
商
業
毅
育
の
建
設

者
と
考
へ
る
も
誇
張
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

第
四
十
七
巻

七
三
七

第
五
続

七

Ah出 toryof accounting 
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複
式
簿
記
法
の
惇
播

ーー

以
下
各
閣
に
於
け
る
複
式
簿
記
法
の
侮
播
を
、
簿
記
書
或
は

足、そ
.$、x)σ〉

o 著

者
に
頼
り
つ

組
め
て
筒
草
に

考
雇乏

し
て

見
tc 
ν、
と

イ
タ
リ
ヤ

F
Z
門
戸
町
目
立
む
が
有
名
な
著
書

z
m
w
z
z
t
z
p
L
O
 

日川崎

r
3
2
r
o
o
u
h
J
M
M
J
丘町一叫

2AU
円〆ザ町幅
5
2
1
2
K
M
2
J
d
h
R
d口
山
口

I
，、

ph

ヲ

白

O

W

師
、
時
、
，
4
"
、
.
，
降
、

7

著
述
し
た
の
は
一
四
九
四
年
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
昨
応
じ
て
待

記
法
に
闘
す
る
一
系
列
の
著
作
が
出
現
し
た
。

。
5
〈
邑
】
白
一
〉
三
0
3
5

2うZ

冊
(1:> 

冊
子r.Jー
を五
著二
し五

年

斗
mw拘

--E
ニ。

。一『
C
Z

ヨC
め
理
念
コ
D

も
又
回
以
R
E
c
k
倣
っ
て
、

に
就
い
て
の
彼
の
著
作
の
一
章
を
簿
記
法
に
あ
て
た
。

。
年
ロ
2
3
5
F
コ
g
E
が
ο
E
L
2
5
2
予
を
向
し
た

算
術
・
幾
何

一
五
回

が
、
，
次
い
で
十
六
世
紀
の
終
り
頃
〉
-
1
5
内
E
E
5
5
・
rdno一号

E
2
2
が
著
遇
し
た
o
一
四
五
八
年
に
書
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、

著一
書9)五
も 4コ
ー -.，二戸、 ー一ー

る年
'てに
かや
らつ
ぎと
る/:1:¥
も版
のさ
でれ
あた
る。 出

E
-
Eオロ{)(〕
2
Z
口四一

ド
イ
ツ

最
初
の
簿
記
蓄
と
し
て
出
2
2
4百
F
の
E
E
M
5
5正

(
一
五
一
八
年
出
版
)
』
♀
5
2
M
の
C
三
Z
F
(
一
五
=
二
年
並
び
に
一
五 の

第
四
十
七
巻

七

/九

第
五
銃

i¥. 

四
六
年
出
版
)
】
ム
一
-
一
=
ヱ
〈
。
=
同
=
g
7
v
h
c
-
d
(
一
五
三
七
年
出
版
)
の

著
書
が
存
在
す
る
も
、

い
や
れ
も
代
却
一
人
簿
記
(
出
}
£
戸
山
E
O
牛
肉
出

「

P
2
。Em)
と
綿
せ
ら
れ
る
も
の
に
閲
す
る
も
の
で
る
る
。

複
式
声
言己
#ミ
を
ド
イ
.ツy 

に

移
有柑f町I 

し

"1t. 
E三栄

r三春
吉は

Vコ五
世田
三ゴL

Z年
~ }O)"" 

ン
ツ
オ

1
=
の
慨
諜
を
あ
ら
ば
し
た

ち K
""" "ごト

ー圃 同l'
出 11)-t:t:" 

i6 ら
、;jT

<) 。

一
五
五
二
年

，l

、、
h

A
y
h

戸市

一-
L

十
六
位
紀
の
終
り
に

与2
切
によ
向

。
，....、

"' o 。
ω 
再 ih
IJ') '12¥ :出

:6' 自

著平

FLJJtthddd 

作
し
た

Q

十
七
世
紀
に
到
る
と
、

よ
り
注
目
す
ぺ
き
諸
著
作
忙

出
合
同
ふ
に
到
る
。

印
刷
さ
れ
た
も
の
以
外
に
商
業
簿
記
を
取
扱
っ
て
居
る
二
、

三
の
手
稲
を
浦
一
べ
る
。
最
も
興
味
あ
る
も
の
は
ど
喜
一
-
z
z
w
-
d
r
s

に
依
り
書
か
れ
た
標
準
簿
記
法

z
z
笹川
-
-
d
z
n
r
z
一E
Z拘
)

〆
〈

m
w
-
N

で
あ
る
。

?
ウ
グ
ス
プ
ル
ヒ
の
文
庫
に
保
管
さ
れ
て
居
る
手
稲

は
、
所
詞
代
日
明
人
鋳
記
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。

又
=
ユ
ル

y

ベ
ル
ヒ
で
後
見
せ
ら
れ
す
ぎ
E

Z

。zユロ
-P-

に
腕
せ
し
め
ら

れ
る
手
稿
は
、

そ
の
説
明
の
明
瞭
友
る
こ
と
で
光
っ
て
居
る
。

オ
ラ
ン
ダ

簿
記
蓄
と
し
て
先
づ
第
一
に
一
不
す
可
き
は
、
妻

の
K
F
E
w
-
F
J
E
O
E
が
一
五
四
三
年
出
版
す
る
に
決
し
た
す
ロ

conto del 日10libro ygnolo comc:: seguend? piu olt:ra uedn:te la regola sua， 
Venedig 152.S.-.Con~ideranto・・ ..libro dopio ・， Veneriig-1525・

十六世記に於けるイスパ=ヤ、ポルトガルの経済的優越よりしてとの爾闘に闘
する考察は不可映であるが、史料はポルトガルに於ては何等t~ (イ欠バ z ヤに
聞しても殆r無いと云って良い伎で軒々は残念ながらイペリヤ牛島の考察を
割愛せざるを得ない。
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可
吉
田
》
}
ロ

3
 

の
著
二

423HEE--♀干、
で
あ
る

3

そ
れ
は
間

も
た
く
各
岡
語
に
繍
議
せ
ら
れ
た
。

]
P
3
J
R
ヨ司一可ロ

の
継
承
者

は
ド
イ
ツ
人
た
る

JNPFE--d
富。ココ

rz
で
あ
る
。

彼
は
四
冊

の
書
物
を
著
し
た
が
、
最
初
の
二
冊
は
代
埋
人
簿
記
に
闘
す
る

一
五
六
三
年
並
び
に
一
五
六
五
年
に
出
版
さ
れ

も
の
で
あ
り
、

た
も
の
の
み
が
複
式
簿
記
法
に
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。
複
式
簿

記
主
国
は
突
い
で

出回-一
1
[
r
h
Z
E
}
h
L

。-
N
O
三
宮
戸
珂

7
2戸

(
一
五
九
二
年

t~ ttl 
R 版
円 、J

:~等
g l亡
ti i九)依

(り
:ご著
コエ さ

主れ
♂1ミ 1~
m (}) 
版で

je) 

'" 
ヌー

-.... ， 与

"、， 
にJ

'俳-，

ヒ戸
炉』吋4 

" 2 --
〈ご4 ト7
，一
-"三d 戸

E日J Hi町)(弓o，
山

h ← 口コ
一 〈ωn 3 

一._<冒H4 

fr，の3d

iJ 司
. 

-，川副

年
間
版
)

に
依
り
内
容
の
進
歩
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
他
の
重
要
注

で
あ
る
が
、
彼
の
著
書
は
そ
の
狽
創
性

著
者
は
∞

E
S
∞
言
〈
吉

l
t
見
界
の
深
さ
に
於
て
注
目
さ
る
可
き
で
る
る
。

イ
ギ
リ
ス

複
式
簿
記
法
の
長
一
初
の
著
湛
は
ロ
晃
一

C
T一
切

2
2
F
(
一
五
回
三
年
出
版
)
に
蹄
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
‘
何

弓守
の
複
本
由主

主主
見
せ
ら
れ
や
tc 
Y 

表
題
'7> 

み
訪す

知
ら
れ
て
居

fl. 

五一
五五
三四
年七
】年
き先
2 蓮
司の

吊 ]
ro19j ~ 

が予
著 JZ
~言
し
た

炉甘

2 
" 
j;)、

来
英

の
著
書
が
芙
諜
せ
ら

固
に
於
て
は
オ
ラ
ン
ダ
の
簿
記
蓄
の
著
者
の
影
響
が
大
で
あ
っ
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詳
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十
七
世
紀
の

最
も
秀
れ
た
英
図
の
著
書
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ス
テ
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ピ

ン
其
の
他
の
オ
ラ
ン
ダ
の
著
洲
一
家
の
影
響
を
売
れ
な
か
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス

十
六
世
紀
に
園
際
的
取
引
決
済
室
の
役
割
を
演

巳
て
、

あ
ら
ゆ
る
固
の
銀
行
家
を
集
め
て
居
た
リ
ヨ
ン

の

メ
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2425詑
去に
さ刊も
高一闘
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そや
れ、

去荷
台業
f手 jt草
た記
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の
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口
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の
著
書
に
於
て
簡
単
に
簿
記
法
に
ふ
れ
て
居
る
。

と
れ
ら
最
一
初
の
簿
ぺ
記
法
の
著
者
に
あ
っ
て
は
勘
定
川
崎
論
を
求

め
る
も
無
駄
で
あ
る
。
彼
等
の
著
作
は
鍍
述
的
賓
践
的
性
格
を

有
し
て
居
る
も
の
で
あ
り
、
現
貨
に
尚
人
に
伏
り
に
行
は
れ
て

居
る
が
ま
、
に
複
式
簿
記
法
を
絞
巡
す
る
に
止
っ
た
も
の
で
あ

る
。
賓
習
が
重
要
在
地
位
を
占
め
る
の
も
そ
れ
に
山
来
ず
る
も

の
で
あ
る
。
屡
ミ
選
ば
れ
た
諸
例
は
純
粋
に
仮
定
的
の
も
の
で

左
く
て
、
現
貫
に
存
在
し
て
居
る
場
合
を
針
象
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
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複
式
簿
記
訟
の
惇
搭

十
六
世
紀
の
簿
記
法
の
著
者
中
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一ロ

以
外
の
殆

ど
絶
て
の
人
の
簿
記
蓄
に
於
て
は
勘
定
の
締
切
は
物
足
ら
ぬ
も

の
で
あ
り
、
そ
の
残
高
去
は
主
に
記
載
の
正
確
性
に
闘
す
る
統

制
の
手
段
で
る
る
。

か
く
て
そ
れ
は
試
算
表
に
過
ぎ
た
い
も
の

で
あ
り
、
鈴
記
以
外
の
財
産
目
録
の
興
件
を
以
て
、

一
辺
帳
残
高

と
出
し
合
は
せ
て
訂
正
す
る
こ
と
は
問
題
で
は
た
か
っ
た
。
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の
と
同
一
蹴
さ
れ
得
友
い
も
の
で
あ
る
。
更
に
簿
記
法
の
著
者

が
述
べ
て
居
る
こ
と
並
び
に
賓
際
か
ら
知
る
所
に
依
れ
ば
、
残

高
表
は
偶
に
し
か
作
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
し
て
そ

れ
も
一
般
的
に
は
元
帳
が
充
賞
さ
れ
新
帳
簿
を
初
め
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
時
に
の
み
に
限
ら
れ
た
。
財
産
目
録
は
商
事
舎
枇
に

於
て
明
ら
に
、
法
律
の
規
定
に
従
ふ
揚
合
で
あ
れ
曾
枇
契
約
期

聞
の
延
長
或
は
解
散
の
揚
合
で
あ
れ
、

一
居
厳
密
に
作
製
せ
ら

れ
て
ゐ
た
。
∞
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R
4
5
d
の
み
が
は
っ
き
り
と
毎
年
締
切
る

と
と
を
す
L
め、

且
締
切
日
に
於
て
積
極
並
び
に
消
極
の
朕
態

の
表
即
ち
財
産
目
録
の
作
製
を
規
定
し
て
居
る
。
然
し
彼
は
先

費
者
で
あ
り
彼
の
例
は
同
時
代
の
人
に
依
り
追
従
さ
れ
友
か
っ ワ
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。
十
七
世
紀
に
於
て
も
友
ほ
簿
記
法
に
闘
す
る
著
述
は
と
の

知
明
確
の
も
の
で
は
た
く
、
勘
定
締
切
後
の
残
高
去
は
、
決
算

貸
借
割
問
…
表
と
試
算
去
と
の
中
間
的
た
も
の
に
止
。
て
居
た
。

以
上
に
於
で
、
簿
記
書
を
泊
し
て
松
式
簿
託
訟
の
惇
掃
の
欣

態
を
一
際
眺
め
て
来
た
の
で
あ
る
が
、

鯨
記
芸
そ
の
も
の
が
賓

院
に
行
は
れ
て
居
る
純
て
そ
匂
合
寸
る
も
の
で
伝
付
れ
は
、
又

殻
見
す
る
も
の
で
も
友
い
と
と
は
云
ふ
ま
で
も
友
い
。

か
く
て

十
六
世
紀
に
於
け
る
商
業
簿
記
の
褒
展
程
度
の
正
確
た
観
念
を

得
る
た
め
に
は
、
同
様
に
そ
の
時
代
の
勘
定
帳
簿
を
占
参
照
し
な

け
れ
ば
と
ら
な
い
。
不
幸
に
し
て
と
れ
は
中
世
紀
に
於
け
る
と

同
様
に
人
止
の
注
意
を
惹
め
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
句
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慢
さ
れ
」

居
る

"ヨ
ニコ

に
於
て
は
、
パ
ヴ
ア
リ
ヤ
に
於
け

る
鋼
並
び
に
銀
鍵
山
を
珂
委
す
る
合
祉
に
於
け
る
と
同
様
に
、

産
業
簿
記
の
原
理
の
適
用
の
試
み
が
な
さ
れ
て
居
る
が
、

こ

f1 

は
賓
践
が
あ
る
方
面
に
於
て
は
理
論
的
著
作
よ
り
一
唐
進
歩
し

て
居
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
複
式
揮
記
法
な
る
も
の
は
中
世
イ
タ
リ
ヤ
に
展
も

早
く
開
花
し
た
資
本
主
義
的
な
経
尚
荷
動
に
は
ぐ
〈
乏
れ
て
現
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れ
て
来
り
、
か
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h

る
経
済
所
助
の
渚
外
岡
へ
の
務
践
と
共
に
侍
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待
記
訴
を
泊
し
て
見
た
る
知
山
式

簿
記
法
の
侍
掃
は
十
六
肘
紀
の
前
半
期
の
終
り
か
ら
史
づ
オ
一
ア

ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
に
始
ま
り
、
抽
間
々
遁
れ
て
フ
ラ
ン

ス
に
も
及
ん
だ
と
断
定
き
れ
る
の
で
あ
る
が
、
複
式
簿
記
法
探

同
の
一
般
化
は
ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ
に
於
て
は
十
六
世
紀
の
第

二
半
期
間
に
な
し
と
げ
ら
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
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v. :..lennher， Buechhalten， kurz begri伍;~n dnrch zway .Buecher， Antwerpen， 1563・
Practiql1e pour brievement apprendre 九 CL町rer et tenI-r Jivre de comptes， 
Antwerpen， 1565・
~. P. Daventriensis， 
'595目

L. ::'lellema， BのeGkhovder nane con~;te van Ttalien， met tvvee partyen， als 
Debiteur ende CrE~ ò. iteur， Am:-:.terdam 159o. 
De Vorstelick Bonckhonding in Dornei:ne en Finance extraordnaire op de 
Italiaen出 he wij坦が著書 ¥Visconstighe Gl1e山 chtenissen，Leyde， 1605の 一

章をなす。
I-Iere en叩 eth a profitable treatyc:e caUed j-he in.strllment or boke to learne 
~o knowe the good order of the kepying 0f the famouse reconyng called in 
latアndare et hahere， and in englyshe， debitor and creditor... ...， London， 
1$4:;)・

J. Peele， The m叩 erand f()ume how i:o kepe a perfecte 
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creo山田r......， Lundon， I553・
P. Savonne， Instr::lctior】 etmaniere de len日 livres de raison ou de compte邑

l?ar parties doubles;. Antwerpenrs， Parj~; ， 1究67・(な lま上品の著者著書に就いては
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之を例へば A.Weitnauerに依れば Mal:thallS Schwarz の標準簿記法に於げ
る諸例の虫nき保定的のものでな〈寅際に行ほれた諸玩引に閥保して居るもの
である。 (AlfredWeitnauer， Venetianischer Tlandel der Fngger. Nach der 
Mu:.ter buchhaltllng de語 Matthiiヨメ Schwarz.Munchen 1931. 

J. Denuce， Inventaire de~ A町a.itadi，ba.nqnie日 ita]即時弘 Anve目 rlel'annee 
1568， Anvers， 19~4， p. 83. 
R. de Roover， Cοuprl'oeil sur l'histoIrf.! c1es comptes en Belgique depuis ]e 
moyen t¥ge jusqua ]a revolution brabanconne， dans Revue belge des sciences 
commerciales， 13e annee， 1932， p. 668i・
Penndorf， Buchhaltung in Deutschand， p. 92 et suivi. 
他術庁複式簿記法の形成過程に就い亡川歩Jffi
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